
　

文
部
科
学
省
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
者
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
学
術

研
究
や
文
化・
国
際
貢
献
の
面
で
も
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
な

ど
を
通
し
て
、
大
学
生
な
ど
の
留
学
生
交
流・

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
や
各

大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
よ
り
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
大

学
は
増
加
傾
向
に
あ
る
（
２
０
１
４
年
の
１
５
１
大
学
か
ら
２
０
１
５
年
の
１
６
９
大
学
へ
、
文
部

科
学
省
「
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
よ
り
）。

　

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
一
般
的
に
は
海
外
の
大
学
な
ど
と
教
育
課
程
の
実
施

や
単
位
互
換
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
各
大
学
等
が
そ
れ
ぞ
れ
学
位
を
授
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

学
生
に
と
っ
て
は
、
単
位
互
換
制
の
利
用
に
よ
っ
て
期
間
や
学
修
量
を
緩
和
し
て
二
つ
の
学
位
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
一
つ
の
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
学
修
の
機
会
を
獲
得
で
き
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

小特集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果
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一
方
、
短
い
期
間
で
学
位
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
履
修
上
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

就
職
活
動
や
資
格
試
験
準
備
が
十
分
に
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
教
育
制
度
や
シ

ス
テ
ム
が
異
な
る
国
の
大
学
等
が
連
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め
に
、
教
育
の
質
保
証
が

課
題
と
な
る
こ
と
が
い

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
本
小
特
集
で
は
、

各
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ

ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
態
を
取
り

上
げ
、
導
入
に
当
た
っ

て
留
意
し
た
こ
と
、
苦

労
し
た
こ
と
、
導
入
後

に
得
ら
れ
た
学
生
の
教

育
効
果
、
運
営
上
の
課

題
な
ど
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

現
状
と
効
果
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
現
状
と
展
開

─
早
稲
田
大
学
の
事
例
よ
り

眞
谷 

国
光

●�

早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋�

研
究
科
博
士
課
程
在
籍

あ
ら
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
」
育
成
の
た
め
に

新
井 

京

●
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授

学
生
の
夢
を
応
援

─
大
東
文
化
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

吉
田 
慶
子

●
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
准
教
授

パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
と
狙
い

東
郷 

賢

●
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
経
済
学
部
教
授
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１　
留
学
形
態
の
多
様
化
と
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

　
「
海
外
留
学
」
は
、
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
示
す
、
よ
り
包

括
的
な
言
葉
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
展
す
る
中
、
学
生
の
海
外
に
お
け
る
学
習
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
大
学
が
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
続
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
短
期
語
学
研
修
、
専
門
的
交
換

留
学
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
存
在
し
、
そ
の
内
容・

期
間・
留
学

先
な
ど
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
国
際
共
同
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、
学
位
授
与
を
伴
う
最
難
関
の
留
学
形

態
が
存
在
す
る
。
国
際
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
に
ジ
ョ
イ

ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
二
つ
の
大
学
が
共
同
で
一
つ
の
学
位
を
授

与
）、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
二
つ
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
レ

ベ
ル
の
学
位
を
授
与
）、
コ
ン
バ
イ
ン
ド・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
学
士・

修
士
な
ど
レ
ベ
ル
の
異
な
る
二
つ
の
学
位
を
授
与
）
の
三
つ
に
類

型
化
さ
れ
る
（K

night 2008

）。
こ
の
う
ち
、
日
本
で
最
も
普
及

し
て
い
る
の
は
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
で
あ
る
。
文
部
科
学
省

（2014

）
の
統
計
に
よ
る
と
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
日
本
全
体

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
協
定
数
ベ
ー
ス
で
２
０
１
２
年
度
は
５
６
９
、

２
０
１
３
年
度
は
７
１
８
、
２
０
１
４
年
度
は
７
３
８
で
あ
り
、

近
年
着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
学
に
お
い
て
も

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
多
様
な
国・

地
域

に
お
い
て
多
様
な
学
問
分
野
で
展
開
し
て
い
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ

グ
リ
ー
は
、
数
あ
る
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
最
も
難
関
の

部
類
に
入
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
学
生
が
得
ら
れ
る
成
果
は
非
常
に

大
き
い
。
大
学
に
と
っ
て
は
、
海
外
大
学
と
の
協
働
性
が
最
も
高

く
、
学
部・

研
究
科
の
教
職
員
が
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
現
状
と
展
開
─
早
稲
田
大
学
の
事
例
よ
り

眞
谷 

国
光
●
早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
博
士
課
程
在
籍

762018.7　大学時報



２　
早
稲
田
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状

　

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
像
は
、
幅
広
い
知

識
や
優
れ
た
知
的
能
力

（
叡
智
）、
奉
仕・

勇
気・

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど

の
高
い
精
神
性
（
志
）、

お
よ
び
問
題
解
決
能
力

や
物
事
を
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
力
（
実
行
力
）

を
兼
ね
備
え
て
い
る
人

物
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
そ
う

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
具

現
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
で
あ
る
。
参

加
学
生
は
、
自
身
の
専

門
性
に
沿
っ
て
体
系
的

に
科
目
を
履
修
し
、
専

門
知
識
を
身
に
付
け
、
異
文
化
環
境
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
学
位
を
取
得
す
る
ま
で
継
続
し
て

努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
の
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
、
図
表
１
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
学

士
、
修
士
、
博
士
の
各
レ
ベ
ル
合
わ
せ
て
合
計
18
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
存
在
す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
の
協
定
校
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
特

に
中
国
の
大
学
と
は
歴
史
的
に
も
つ
な
が
り
が
深
く
、
複
数
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り
、
留
学
先
で
は
中
国
語
で
実
施
し
て

い
る
も
の
も
多
い
。
中
で
も
、
北
京
大
学
と
は
旧
来
、
連
携
が
強

く
、
学
士
、
修
士
、
博
士
の
全
て
の
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存

在
す
る
。
近
年
は
多
様
化
を
目
指
し
、
新
し
い
提
携
大
学
と
留
学

先
で
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
学
生
交
流
も
活
発
化
し
て

い
る
。
一
方
、
本
学
が
学
生
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
英
語
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
政
治
経
済
学
部
や

国
際
教
養
学
部
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

の
受
け
入
れ
学
生
が
比
較
的
多
く
在
籍
し
て
い
る
。
総
計
で
、
２

０
１
６
年
度
は
派
遣
20
名・

受
け
入
れ
31
名
、
２
０
１
７
年
度
は

派
遣
26
名・

受
け
入
れ
23
名
、
２
０
１
８
年
度
は
派
遣
32
名
（
受

け
入
れ
人
数
は
未
確
定
）
と
い
う
実
績
を
残
し
て
い
る
。

図表１　早稲田大学のダブル・ディグリー一覧（2018年6月現在）
大学名称 開始年 提携学部・研究科 言語

北京大学 2005 国際関係学院、環境科学与工程学院 中国語
復旦大学 2005 新聞学院 中国語
上海交通大学 2015 国際与公共業務学院 英　語
香港科技大学 2017 人文社会科学学院 英　語
高麗大学校 2015 政経大学 英　語
国立台湾大学 2007 社会科学院、管理学院、工学院、電気資訊学院 中国語
シンガポール国立大学 2007 University Scholars Program 英　語
コロンビア大学 2008 人文科学大学院東アジア言語文化研究科 英　語
アーラムカレッジ 2015 Japan Study 英　語
ESCP 2016 ー 英　語
※言語は、派遣留学の場合である。プログラムにより異なる場合もある。

小特集●海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果
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３　
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
も
た
ら
す
効
果

　

ダ
ブ
ル・
デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
よ
り
短
い
期

間
と
少
な
い
経
済
的
負
担
で
複
数
の
大
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
学
業
に
専
念
し
、
国
際
的
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
（
文
部
科

学
省 2009

）。
実
際
の
教
育
効
果
と
し
て
、
ま
ず
語
学
の
観
点
か

ら
は
、
現
地
学
生
と
同
等
の
扱
い
で
勉
学
に
励
む
必
要
が
あ
る
た

め
、
非
常
に
苦
労
を
し
て
修
了
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
見
違
え

る
ほ
ど
語
学
力
を
向
上
さ
せ
て
帰
国
す
る
学
生
が
多
い
。
し
か
し
、

語
学
の
み
な
ら
ず
、
意
見
を
ま
と
め
る
力
、
専
門
知
識
、
学
ぶ
姿

勢
、
広
い
視
野
、
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
な
ど
、
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
身
に
付
け
る
。「
授
業
で
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
本
質
的
な
原
因
は
、
語
学
力
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
や
専
門

の
知
識
が
少
な
い
点
と
自
分
の
意
見
を
出
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
点
だ
と
気
付
い
た
」「
勉
強
へ
の
姿
勢
が
北
京
大
学
の
学
生
は
す

ご
み
が
あ
り
、
空
き
教
室
が
あ
れ
ば
誰
か
必
ず
勉
強
し
て
い
る
。

学
内
の
競
争
も
激
し
か
っ
た
。
知
識
の
量
も
相
当
で
あ
る
」「
移
動

せ
ず
に
多
種
多
様
な
情
報
を
得
ら
れ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
陥
り
や

す
い
『
井
の
中
』
を
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
情
報
に
疑
問
を
持
ち
、

自
分
で
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
」「
恩
を
受
け
た
ア
ジ
ア
の
人
々
に

恩
返
し
を
し
た
い
。
留
学
中
に
、
自
分
が
改
め
て
日
本
人
だ
と
感

じ
た
。
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
恩
返
し
す
る
こ

と
が
、
最
も
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
。
日
本
の
技
術
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
使
っ
て
、
ア
ジ
ア・

世
界
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
、
何
よ
り
そ
の
教
育
効
果
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
の
先
輩
学
生
と
後
輩
学
生
と
の
縦
の
つ

な
が
り
と
、
留
学
先
大
学
の
学
生
と
の
横
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

卒
業
し
て
か
ら
も
友
好
関
係
を
続
け
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
も

特
長
で
あ
る
。

　

近
年
の
修
了
生
の
就
職
先
は
、
野
村
総
合
研
究
所
、
大
和
総
研
、

三
井
物
産
、
日
本
放
送
協
会
、
三
井
住
友
銀
行
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
、
国
内
外
の
大
学
院
進
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

留
学
経
験
を
生
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
大
学
に
と
っ
て
は
、
他
大
学
と
の
国
際
教
育
連
携
を
通

じ
て
教
育
内
容
が
充
実
す
る
と
と
も
に
、
優
秀
な
学
生
の
計
画
的

な
受
け
入
れ・

派
遣
を
通
じ
て
国
際
的
な
視
野
を
も
つ
人
材
を
育

成
す
る
な
ど
、
質
の
保
証
を
伴
っ
た
大
学
間
交
流
の
促
進
と
国
際

競
争
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
が
考
え
ら
れ
る
（
文
部
科
学 

省 2009
）。
実
際
に
、
本
学
に
お
い
て
も
、
海
外
留
学
の
多
様
化

の
一
環
と
し
て
、
高
い
専
門
性
と
語
学
力
が
求
め
ら
れ
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
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大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
海
外
留
学
先
と
し
て

の
ア
ジ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
そ
の
効
果
と
し

て
指
摘
で
き
る
。

４　
運
営
の
難
し
さ

　

前
述
の
と
お
り
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
学
生
に
も
大
学
に

も
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

運
営
面
の
困
難
も
多
く
存
在
す
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
開

発
に
着
手
し
て
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
ま
で
に
、
お
お
よ
そ
２

年
と
い
う
長
い
期
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
提
携
先
は
自
然
と

旧
来
、
つ
な
が
り
の
深
い
大
学
と
な
る
。
２
年
の
間
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
お
よ
び
大
学
の
基
本
的
規
則
の
確
認
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
、
協
定
の
締
結
な
ど
が
必
要
と
な
る
が
、
本
学
が
求
め
て
い

る
こ
と
と
提
携
先
大
学
が
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
ま
く
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
最
終
的
に
は
合
意
に
至
る
も
の
の
、

そ
れ
ま
で
の
道
の
り
で
多
く
の
調
整
を
要
す
る
場
合
が
多
い
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

が
学
生
に
過
度
の
負
担
と
な
ら
ず
、
か
つ
学
位
を
認
定
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
十
分
な
質
保
障
を
伴
っ
た
も
の
に
す
る
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

５　
現
在
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
今
後
の
展
望

　

近
年
の
本
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

よ
り
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
特

筆
す
べ
き
は
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
の

枠
組
み
に
よ
る
北
京
大
学・

高
麗
大
学

校
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は

２
０
１
６
年
度
採
択
の
文
部
科
学
省

「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
の
取

り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ
（2018

）
に
よ
れ

ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
の
目
的
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
高
等
教
育
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
化
を
支
援
す
る
た
め
、
よ
り

強
固
な
組
織
的
連
携
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
、
特
に
質
保
障
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

異
文
化
相
互
理
解
や
関
係
国
の
学
生
の

東
ア
ジ
ア・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
帰

属
意
識
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図表２　キャンパス・アジアにおけるダブル・ディグリー（派遣・2018年６月現在）
留学先 北京大学（中国・北京） 高麗大学校（韓国・ソウル）

所属学部・学科 国際関係学院（国際政治） 政経大学（政治外交学科、経済学科、
統計学科、行政学科のいずれか）

言　語 中国語（一部英語） 英　語
必要年数 1年 1.5年
本属校要件 キャンパス・アジア指定科目（英語）を早稲田大学で履修すること
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北
京
大
学・

高
麗
大
学
校
と
は
、「
多
層
的
紛
争
解
決・

社
会
変

革
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
共
同
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

掲
げ
、
多
層
的
な
学
生
交
流
の
仕
組
み
作
り
を
行
っ
て
お
り
、
両

校
と
新
し
い
形
態
で
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
を
展
開
し
て
い
る
。

図
表
２
は
そ
れ
ら
の
比
較
で
あ
る
。

　

こ
の
２
校
の
比
較
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
異
な
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
学
生
は
各
自
の
興
味・

関
心
や
実
現
可
能
性

を
考
慮
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

の
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
に
よ
る
付
加
価
値
は
、
ア
ジ
ア・

シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア

で
は
留
学
先
国
の
知
識
を
修
得
つ
つ
、
現
地
学
生
と
の
横
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
先
輩・

後
輩
と
の
縦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
う
が
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア・

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
育
成
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
紛
争
解
決
学
」
と
い
う
新
し
い

学
問
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
後
の
全
体
の
展
望
と
し
て
は
、
よ
り
多
様
性
を
増
す
た
め
に
、

英
語
で
実
施
さ
れ
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
を
欧
米
な
ど
の
大
学

と
開
発
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
欧
米
の
大
学
と
は
根

本
的
に
学
費
構
造
が
大
き
く
異
な
り
、
学
費
相
互
免
除
を
原
則
と

し
て
い
る
本
学
と
し
て
は
容
易
に
は
開
発
が
進
ま
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
需
要
の
見
直
し
、
言

語
の
多
様
化
、
派
遣・

受
け
入
れ
人
数
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
是
正

な
ど
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
学
生
が
専
門
性
や
語
学
力
を
高
め
、

国
際
的
な
素
養
を
十
分
に
身
に
付
け
て
最
も
成
長
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
ま
た
大
学
に
と
っ
て
も
、
質
の
保
証
を
伴
っ
た
大

学
間
交
流
の
促
進
と
国
際
競
争
力
向
上
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
今
後
も
継
続

し
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。�

●
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携
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は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
１
月
、
同
志
社
大
学
法
学
部
は
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
間
に
ダ
ブ
ル・
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
現
を
主
目
的
と
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、

一
度
の
協
定
更
新
を
経
た
本
制
度
の
下
で
、
日
本
法
の
知
識・

素

養
が
あ
り
、
か
つ
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
訓
練
を
受
け

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
（
法
律
家
）
の
養
成
を
目
指
し
て
、
一
定
の

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

１　
制
度
の
概
要

　

こ
の
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
５
年
間
で

日
本
の
法
学
士
と
米
国
の
Ｊ
Ｄ
（Juris D

octor

）
の
二
つ
の
学
位

が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
米
国
司
法
試
験
の
受
験
資
格
を
獲
得
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
同
志
社
大
学
法
学
部
法
律
学
科
の
学
生
で
、
一
定

の
成
績
を
修
め
、
所
定
の
指
導
を
受

け
た
者
を
、
第
５
セ
メ
ス
タ
ー
（
３

年
次
春
学
期
）
修
了
後
に
米
国
ア
リ

ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ
ン
市
の
ア
リ
ゾ
ナ
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
す
る
。
学

生
は
当
地
で
２
年
間
（
４
セ
メ
ス

タ
ー
）
学
修
し
た
上
で
、
同
志
社
大

学
で
最
後
の
１
セ
メ
ス
タ
ー
を
修
め

れ
ば
、
両
大
学
の
学
位
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
学
部
で
４
年
、
米
国
の
Ｊ
Ｄ

課
程
で
３
年
の
計
７
年
を
必
要
と
す

る
と
こ
ろ
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
と
同
志
社
大
学
が
、
相
手
校

で
取
得
し
た
単
位
の
う
ち
29
単
位
を

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

あ
ら
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
」
育
成
の
た
め
に

新
井 

京
●
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授

学　年 1 2 3 4 5
セメスター 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

同志社大学 20 20 20 20 20
認
定
29

2

アリゾナ大学
認
定
29

15 15 15 14

図表１　模式図
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自
校
の
単
位
と
し
て
認
定
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
修
了
年
限
を
２

年
間
短
縮
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

２　
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．留
学
と
は
違
う
Ｊ
Ｄ
留
学
の
魅
力

　

従
来
、
日
本
か
ら
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
留
学
は
、
日
本

の
大
学
院
修
士
課
程
に
該
当
す
る
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
に
留
学
す
る
の

が
大
半
で
あ
っ
た
。
現
実
に
、日
本
か
ら
も
多
数
の
大
学
院
生
、
法

曹
関
係
者
、公
務
員
、企
業
の
法
務
部
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．

課
程
に
留
学
し
て
き
た
。
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
は
既
に
法
律
を
学
ん
だ

学
生
が
対
象
の
「
専
門
課
程
」
で
あ
り
、
通
常
は
留
学
生
が
中
心

の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
１
年
間
で
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
定
の

州
（
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
の
司
法
試
験
受
験
資
格
が
得 

ら
れ
る
。
日
本
の
法
曹
関
係
者
な
ど
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護

士
の
資
格
を
持
つ
者
が
多
い
が
、
そ
の
大
半
は
、
こ
の
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．

コ
ー
ス
へ
の
留

学
に
よ
っ
て
受

験
資
格
を
得
て

い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し

て
、
Ｊ
Ｄ
課
程

は
法
律
を
初
め
て
学
ぶ
学
生
が
中
心
の
３
年
間
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

米
国
弁
護
士
協
会
の
認
定
を
受
け
た
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
場
合
、
Ｊ

Ｄ
課
程
を
修
了
し
た
学
生
は
、
米
国
の
全
て
の
州
の
司
法
試
験
受

験
資
格
が
得
ら
れ
る
。
通
常
、
米
国
内
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
進

学
と
い
う
場
合
は
、
こ
の
課
程
を
指
し
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
は
魅
力
的
な
選
択
肢
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

な
い
Ｊ
Ｄ
課
程
留
学
の
独
自
の
魅
力
は
何
だ
ろ
う
か
。
最
も
重
要

な
の
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
「
１
年
次
教
育
」
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｄ
課
程
に
入
学
し
た
「
１
年
生
」

は
、通
常
、「
契
約
」「
不
法
行
為
」「
民
事
手
続
」「
刑
事
手
続
」「
憲

法
」
な
ど
か
ら
な
る
「
必
修
科
目
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス・

メ
ソ
ッ
ド
に
基
づ
く
ハ
ー

ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
日
々
で
あ
り
、
有
名
な
「
ペ
ー
パ
ー・

チ
ェ

イ
ス
」
を
は
じ
め
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
舞
台
と
し
た
映
画
や
小
説

は
、
こ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
最
初
の
１
年
間
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。

　

米
国
の
ロ
イ
ヤ
ー
が
口
を
揃
え
て
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
最
初

の
１
年
の
重
要
さ
で
あ
る
。「
普
通
の
学
生
を
、
ロ
イ
ヤ
ー
の
よ
う

に
思
考
す
る
学
生
に
作
り
か
え
て
し
ま
う
１
年
間
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｄ
課
程
は
、
そ
の
よ
う
な
１
年
間
の
徹
底
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
後
、
よ
り
専
門
的
な
選
択
科
目
を
２
、
３
年
次
に
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
同

写真１　アリゾナ大学ロー
スクールは米国西海岸で屈指
のロースクールの一つである

小特集●海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果

83 大学時報　2018.7



志
社
大
学
で
学
ん
だ
法
律
学

の
科
目
を
、
２
、
３
年
次
の

専
門
科
目
と
し
て
読
み
か
え

る
（
扱
い
と
し
て
は
外
国
法

と
し
て
の
「
日
本
法
」
を
専

攻
し
た
と
す
る
）
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
と
は
対
象
的
に
、

Ｌ
Ｌ
．
Ｍ
．
課
程
で
は
、
こ

れ
ら
の
専
門
科
目
「
の
み
」

を
選
択
的
に
履
修
す
る
こ
と

に
な
り
、「
１
年
次
科
目
」
を

履
修
す
る
こ
と
は
稀
と
さ
れ

て
い
る
。

　

次
に
重
要
な
の
は
、
Ｊ
Ｄ
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国

の
全
て
の
州
の
司
法
試
験
が
受
験
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の

司
法
試
験
は
、
旧
試
験
に
比
べ
る
と
合
格
率
は
格
段
に
高
く
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
20
～
30
％
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
米

国
司
法
試
験
の
合
格
率
は
、
州
に
よ
っ
て
は
80
～
90
％
と
な
る
と

こ
ろ
も
あ
る
（
各
州
別
々
に
行
わ
れ
る
試
験
で
あ
る
た
め
、
州
に

よ
っ
て
合
格
率
に
差
が
あ
る
）。
外
国
か
ら
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
留
学
し
た
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
修
了
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
司
法

試
験
を
受
験
で
き
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
合
格
率
は
比
較
的

低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
そ
れ
で
も
60
％
以
上
で
あ
る
）。
Ｊ
Ｄ
の

修
了
生
で
あ
れ
ば
、
全
米
の
ど
の
州
の
司
法
試
験
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
よ
り
も
合
格
率
が
高
い
州

を
選
ん
で
受
験
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
の
授
業
料
が

必
要
に
な
る
。
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
費
は
日
本
の
そ
れ
よ

り
も
は
る
か
に
高
額
で
あ
る
が
、
通
常
、
３
年
を
要
す
る
Ｊ
Ｄ
の

学
位
を
２
年
間
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下

で
は
、
授
業
料
は
３
分
の
２
で
済
む
。
ま
た
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
の

特
別
な
計
ら
い
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
用
さ
れ
る
授
業
料

は
「
州
内
料
金
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
留
学
生
よ
り
も
有
利
な

条
件
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
志
社
大
学
法
学

部
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
で
あ
る
「
政
法
会
」
か
ら
特
別
奨
学
金
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
経
済
的
な
支
援
態
勢
も
整
っ
て
い
る
。

３　
将
来
戦
略
と
課
題

　

こ
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
戦
略

を
持
っ
て
い
る
。

　

第
１
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
従
来
の
米
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学 

写真２　１年次配当「民事手続」の講義風景
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（
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．留
学
）
で
は
、
日
本
法
の
知
識
と
運
用
能
力
に
加
え

て
、
米
国
法
の
知
識
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
日
本
法
と
米
国
法
の
双
方
の

知
識
を
持
ち
つ
つ
、
Ｊ
Ｄ
課
程
に
お
い
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
リ
ー

ガ
ル・

マ
イ
ン
ド
（
ア
メ
リ
カ
ン・

ロ
イ
ヤ
ー
の
考
え
方
）
も
兼

ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
活
躍

の
場
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
得
る
人
材
で
あ
る
。

　

第
２
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
て
こ
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
タ
イ
プ
の
学
生
を
同
志
社
大
学
法
学
部
に
呼
び
込
め
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
最
初
か
ら
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
５
年
間
を
セ
ッ

ト
と
し
て
考
え
れ
ば
、
い
わ
ば
米
国
法
曹
資
格
取
得
の
早
道
と
し

て
活
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
極
端
に
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
「
世

界
中
で
最
も
早
く
」
法
律
家
に
な
れ
る
道
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
日
本
の
高
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
か
ら
直
接
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
程
度
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
状
で
は
「
日
本
語
が

で
き
れ
ば
」
と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

世
界
中
の
18
歳
に
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
志
社
大
学
を

経
由
し
て
米
国
に
留
学
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
卵

が
世
界
中
か
ら
集
ま
ら
な
い
か
と
夢
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

他
方
、
制
度
発
足
後
の
数
年
で
何
名
か
の
学
生
を
送
り
出
し
た

経
験
か
ら
、
幾
つ
か
の
課
題
も
判
然
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
大
の
課
題
は
、
３
年
サ
イ
ク
ル
で
学
ぶ
米
国
内
の
学
生
と
の
競

争
関
係
で
あ
る
。
参
加
者
の
証
言
な
ど
を
聞
く
と
、
Ｊ
Ｄ
課
程
１

年
目
の
成
績
に
基
づ
い
て
１
年
次
終
了
後
に
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
、
そ
れ
が
修
了
後
の
就
職
活
動
に
大
き

く
影
響
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
、
２

年
間
し
か
在
学
し
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
に
う
ま
く

乗
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｄ
に
入
学
す
る
学
生
は
、
通

常
は
少
な
く
と
も
学
部
の
４
年
間
を
修
了
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

社
会
経
験
を
経
て
入
学
し
た
者
も
少
な
く
な
い
た
め
、
知
的
に
も

人
格
的
に
も
一
定
程
度
の
成
熟
度
を
備
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
最
も
早
け
れ
ば
20
歳
そ
こ
そ
こ
で
渡

米
し
、「
大
人
の
」
院
生
と
競
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、
送
り
出
す
前
に
同
志

社
大
学
に
お
い
て
一
定
の
「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
整
備
し

た
り
、
個
別
的
な
指
導
体
制
を
よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�
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大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
は
、
全
学
に
先
駆
け

て
２
０
１
３
年
度
か
ら
北
京
外
国
語
大
学
、
上
海
師
範
大
学
、
厦

門
大
学
の
３
大
学
と
協
定
を
結
び
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
国
語
学
科
の

学
生
が
３・

４
年
次
の
２
年
間
を
中
国
の
大
学
に
留
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
東
文
化
大
学
と
中
国
の
協
定
校
の
二
つ
の
学
士
号
（
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
）
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
東
文
化
大
学
は
、
１
９
７
２
年
に
中
国
語
学
科
を
開
設
し
、

そ
の
後
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推

進
し
て
き
た
。
２
０
１
０
年
度
に
は
中
国
語・

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

と
中
国
語・

Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス
（
２
０
１
８
年
に
通
訳
翻
訳
コ
ー
ス
に

変
更
）
の
２
コ
ー
ス
制
と
し
、
４
年
間
で
中
国
語
の
「
話
す
、
聞

く
、
読
む
、
書
く
」
と
い
う
四
つ
の
言
語
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

習
得
す
る
と
同
時
に
、
現
代
中
国
社
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

教
育
を
目
指
し
て
き
た
。

　

本
学
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
定
の
条
件

の
下
に
中
国
語
の
高
度
な
運
用
能
力
と
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

実
践
的
な
知
識
を
備
え
た
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成
を

そ
の
目
的
と
し
て
お
り
、
特
徴
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑴
　
短
時
間
少
費
用

　

本
学
で
１・

２
年
次
に
単
位
を
取
得
し
た
後
、
３・

４
年
次
の

２
年
間
中
国
の
大
学
に
留
学
し
、
４
年
と
い
う
短
い
期
間
と
少
な

い
費
用
で
、
本
学
と
中
国
の
大
学
の
二
つ
の
学
士
号
（
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
　
高
度
な
中
国
語
運
用
力
や
中
国
文
化
を
学
ぶ

　

中
国
の
著
名
な
大
学
で
実
践
語
学
に
重
点
を
置
い
た
授
業
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
言
語
運
用
力
を
身
に
付
け
る
だ
け
で

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

学
生
の
夢
を
応
援
─
大
東
文
化
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

吉
田 

慶
子
●
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
准
教
授
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な
く
、
中
国
で
長
期
に
わ
た
っ
て
学
生
生
活
を
送
り
、
中
国
の
文

化
や
社
会
を
肌
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
中
国
文
化
に
つ
い

て
深
い
理
解
が
で
き
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
　
専
門
知
識
と
国
際
的
視
野

　

留
学
す
る
中
国
の
大
学
は
、
北
京
外
国
語
大
学
、
上
海
師
範
大

学
、
厦
門
大
学
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
選
抜
試
験
あ

り
）。
留
学
先
の
大
学
で
は
、
中
国
語
コ
ー
ス
か
経
済・

貿
易
コ
ー

ス
の
い
ず
れ
か
を
専
攻
す
る
。
ま
た
、
文
化
の
異
な
る
欧
米
や
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国
の
留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

留
学
の
出
発
時
期
は
、
３
年
次
の
春
ま
た
は
秋
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
（
現
段
階
で
は
、
厦
門
大
学
は
秋
派
遣
の
み
で
あ
る

が
、
春
派
遣
に
つ
い
て
調
整
中
）。

　

留
学
中
は
、
派
遣
者
全
員
が
授
業
料
相
当
の
奨
学
金
を
付
与
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
学
生
は
大
東
文
化
大
学
の
学
費
を
支
払
う
だ

け
で
二
つ
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
学
中
国

語
学
科
は
毎
年
成
績
優
秀
者
１
名
に
対
し
て
月
額
５・

５
万
円
を

12
カ
月
、
お
よ
び
渡
航
費
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
面
か

ら
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
（
将

来
、
奨
学
金
付
与
枠
の
拡
大
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
）。
ま
た
、
中

国
語
学
科
で
は
教
員
３
名
を
留
学
担
当
委
員
に
定
め
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
生
の
留
学
後
の
相

談
や
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
の
受
け
入
れ
大
学
で
執
筆
し
た
中
国
語
の
卒

業
論
文
を
学
内
の
機
関
紙
に
掲
載
す
る
な
ど
、
留
学
の
成
果
を
積

極
的
に
公
表
す
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
14
名
を
派
遣
し
、
７
名
が
学
位
を
取
得
し
て
無
事
に

帰
国
、４
名
が
現
在
中
国
に
留
学
中
で
あ
る
が
、卒
業
生
は
関
連
企

業
で
活
躍
し
、
中
国
で
日
本
語
の
教
員
を
務
め
て
い
る
者
も
い
る
。

　

日
中
の
両
言
語
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
中
経
済
に
つ

い
て
、
よ
り
深
い
理
解
の
あ
る
人
材
が
こ
こ
数
年
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
っ
た
。
本
学
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
し
、

学
生
の
就
職
の
幅
も
さ
ら
に
広
げ
る
と
同
時
に
、
よ
り
多
く
の
学

生
が
自
己
の
能
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
中
国
語
学
科
の
総
力
を
挙
げ
て
応
援
す
る
。�
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は
じ
め
に

　

武
蔵
大
学
で
は
、
２
０
１
５
年
度
に
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵

大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）」

を
始
め
、
２
０
１
８
年
の
４
月
に
４
期
生
が
履
修
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
仕
組
み
、
意
図
し
て
い
る
も
の
、

効
果
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
。１　

仕
組
み

　
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
武
蔵
大
学
に
入
学
し
た
学
生
が
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
課
す
入
学
基
準
を
満
た
し
た
の
ち
、
武
蔵
大
学
に
お
い
て

武
蔵
大
学
の
教
員
の
英
語
に
よ
る
指
導
の
下
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
が

作
成
す
るsubject guide

に
基
づ
い
て
勉
強
し
、
武
蔵
大
学
と

ロ
ン
ド
ン
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
課
す
試
験
を
受
け
、
単
位
を
取
得
し
、

双
方
の
学
士
号
を
取
得
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
「
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
」
の
意
義
は
、
武
蔵
大
学
と
ロ
ン
ド

ン
大
学
が
「
並
行
し
て
」
独
自
に
試
験
を
行
い
、
評
価
し
、
学
士

号
を
授
与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
が
ジ
ョ
イ
ン
ト・

デ
ィ
グ

リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ

ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
で
は
、
学
生
は
４

年
あ
る
い
は
５
年
の
在
学
期
間
に
複
数
の
大
学
に
在
籍
し
、
在
籍

し
た
大
学
の
試
験
を
受
け
、
評
価
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
日
本
の
大

学
と
外
国
の
大
学
の
ジ
ョ
イ
ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ

グ
リ
ー
で
は
、
例
え
ば
２
年
間
は
日
本
の
大
学
の
試
験
と
評
価
を

受
け
、
残
り
２
年
間
は
外
国
の
大
学
の
試
験
と
評
価
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
場
合
は
双
方
の
大
学
が

４
年
間
、
独
自
に
試
験
を
行
い
、
評
価
す
る
。
従
っ
て
、
武
蔵
大

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
と
狙
い

東
郷 

賢
●
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
経
済
学
部
教
授
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学
の
学
士
号
は
１
０
０
％
武
蔵
大
学
の
試
験
と
評
価
を
基
に
授
与

さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
１
０
０
％
ロ
ン
ド
ン
大
学
の

試
験
と
評
価
を
基
に
授
与
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
し
た
武
蔵
大
学
の
学
生
が
取

得
し
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
、
例
え
ば
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
ト
ル
コ
や
ロ
シ
ア
の
学
生
が
持
つ
ロ
ン
ド
ン
大
学

の
学
士
号
と
全
く
同
じ
評
価
基
準
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
と

な
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
提
供
し
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

International Foundation Program
m

e

（
以
下
、
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）

とB
achelor of Science 

（B
Sc

） in E
conom

ics and  
M

anagem
ent

取
得
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム （
以
下
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
）

で
構
成
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｐ
は
通
常
１
年
で
終
わ
り
、
従
っ
て
基
礎

教
育
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
通
常
３
年
で
修
了
し
、

学
士
号
に
直
結
す
る
専
門
教
育
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
ロ
ン

ド
ン
大
学
の
提
供
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｐ
と
Ｂ
Ｓ
ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界

的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
履
修
し
て
い
る
学
生
は
全
世
界

で
５
万
４
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｐ
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
い
ず
れ
も
９
月
に
始
ま
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｐ
は
４

月
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
５
月
に
終
了
し
、
学
事
暦
は
欧
米
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
準
拠
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
４
月
に
武
蔵
大

学
に
入
学
し
た
学
生
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
入
学
基
準

で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
ス
コ
アoverall 5.5 （
各
項
目
５・

０
）
以
上

を
８
月
末
ま
で
に
取
得
し
た
上
で
、
９
月
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
科
目
を

履
修
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｐ
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
と
も
毎
年
４
科
目
ず
つ
履
修
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
大
学
で
は
Ｉ
Ｆ
Ｐ
科
目
と
し
て
、M

athe-
m

atics and Statistics, Econom
ics, International Rela-

tions, Politics

の
４
科
目
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

M
athem

atics and Statistics

は
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
必
修
科
目
で
あ
る
。

　

武
蔵
大
学
が
開
講
し
て
い
る
Ｂ
Ｓ
ｃ
の
科
目
は
、
１
年
目
は

Introduction to Econom
ics, M

athem
atics １, Statistics １, 

Business and M
anagem

ent in a Global Context, Princi -
ples of A

ccounting

で
あ
る
。M

athem
atics １, Statistics １

はhalf course

な
の
で
、
二
つ
合
わ
せ
て
１
科
目
分
に
相
当
し
、

Ｂ
Ｓ
ｃ
１
年
目
に
履
修
す
る
の
は
４
科
目
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
全

て
必
修
科
目
で
あ
り
、
も
し
５
月
の
試
験
で
不
合
格
に
な
れ
ば
、

翌
年
再
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｂ
Ｓ
ｃ
の
12
科
目
の
う
ち
７
科
目
が
必
修
で
あ
り
、
さ
ら
に

M
acroeconom

ics

やM
icroeconom

ics

を
履
修
す
る
た
め
に
は

Introduction to Econom
ics

とM
athem

atics １

に
合
格 

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
科
目
を
受
講
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す
る
前
提
と
し
て
履
修
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目

（pre-requisite

）
も
複
数
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
12
科
目
を
３

年
間
で
履
修
し
、
無
事
合
格
す
れ
ば
晴
れ
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
か
ら

BSc in Econom
ics and M

anagem
ent

が
授
与
さ
れ
る
の
で 

あ
る
。２　

意
図
し
て
い
る
も
の

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
試
み
を
実
施
し
た
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
国
際
基
準
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
で

あ
る
。
日
本
の
中
等
教
育
は
、
国
際
的
に
み
て
十
分
に
評
価
で
き

る
。
そ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の

結
果
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
大
学
教
育
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
大
学
生
は
、
も
し
同
じ
よ
う
な
調
査

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
意
図
す
る
も
の
は
、
国
際
的
な
基
準
か
ら
見
て
十
分

評
価
で
き
る
経
済
学
と
経
営
学
の
知
識
を
武
蔵
大
学
の
学
生
に
修

得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
厳
し

い
期
末
試
験
を
課
し
て
い
る
。
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
履
修
生
の
答
案

は
、
名
前
を
伏
せ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
複
数
の
採
点
者
に
よ
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
な
ど
の
学
生
の
答
案
と
一
緒
に
採
点
さ

れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
は
、
こ
の
試
験
の
評
価
を
厳
し
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
ら
の
評
判
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

と
て
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
経
済

学
と
経
営
学
の
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目

的
で
あ
っ
て
、
英
語
は
あ
く
ま
で
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

た
だ
し
、
４
年
間
を
通
じ
て
英
語
で
経
済
や
経
営
の
専
門
科
目
を

学
び
続
け
、
長
い
エ
ッ
セ
イ
問
題
も
含
ま
れ
る
厳
格
な
２
～
３
時

間
の
試
験
に
合
格
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｐ
履
修
生
は
、
自
ず
と
英
語
技
能
も

身
に
付
け
る
よ
う
で
あ
る
。

　

毎
年
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
世
界

中
の
教
育
機
関
が
１
カ
所
に
集
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
実
感
す
る
の
は
他
国
の
積
極

性
で
あ
る
。
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
）
の
積
極
性
、
お
よ
び
そ
の
成
果
は
群
を
抜

い
て
い
る
。
学
部
教
育
で
あ
れ
ば
、
世
界
的
に
著
名
な
大
学
院
に

１
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
を
入
学
さ
せ
よ
う
と
必
死
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
も
近
い
将
来
、
彼
ら
と
同
様
に
世
界
的
に
著
名
な
大
学
院

へ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
卒
業
生
を
進
学
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３　
効
果

　

幸
い
な
こ
と
に
、
今
の
と
こ
ろ
予
想
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
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い
る
。
２
０
１
５
年
に
入
学
し
た
１
期
生
は
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
外
部
告
知

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
、
武
蔵
大
学
に
入
学
し
た
学
生
か
ら
履
修
希

望
者
を
募
り
、
そ
の
中
か
ら
選
抜
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
た

め
、
ど
の
程
度
の
学
生
が
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
基
準
を
満
た
し
て
Ｉ
Ｆ

Ｐ
に
入
学
で
き
る
か
、
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｐ
に
入
学
し
て
も
無
事
に
修
了

し
て
Ｂ
Ｓ
ｃ
に
進
学
で
き
る
か
、
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
第
１
期
生
は
Ｂ
Ｓ
ｃ
ま
で
進
ん
だ
学
生
が
７
名
あ
っ

た
。
第
２
期
生
か
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｐ
を
目
的
に
武
蔵
大
学
に
入
学
し
て

き
た
学
生
も
お
り
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
に
進
学
し
た
学
生
数
は
14
名
と
な
っ

て
い
る
。

　

予
想
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
学
生
の
努
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｐ
で
は
全
て
の
科
目
が
予
習
前
提
で

あ
り
、
毎
週
宿
題
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
平
均
的
な
Ｐ
Ｄ

Ｐ
の
学
生
の
自
習
時
間
は
１
日
３
時
間
で
あ
る
。
こ
れ
を
４
年
間

続
け
る
意
志
が
な
い
と
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
取
れ
な
い
。

彼
ら
の
努
力
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
外
に
お
け
る
評
価
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
が
集
ま
り
出
し
て
い
る
。
潜
在
的
に
優

秀
な
学
生
が
よ
り
多
く
集
ま
れ
ば
よ
り
良
い
結
果
を
出
せ
る
の 

で
、
わ
れ
わ
れ
も
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
よ
り
一
層
励
む
つ
も
り

で
あ
る
。

４　
苦
労
し
て
い
る
こ
と

　

最
大
の
苦
労
は
、
日
本
の
就
職
活
動
時
期
の
理
不
尽
さ
で
あ
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
生
は
、
夏
季
休
暇
以
外
は
毎
日
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
年
生
に
な
る
と
周
囲
が
就
職
活
動
を
始
め
る

た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
生
は
不
安
に
思
う
。
日
本
企
業
の
多
く
は
学

期
中
で
も
学
生
を
呼
び
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
全
く
問
題
視
し
て

い
な
い
。
一
生
懸
命
に
勉
学
に
励
ん
で
い
る
学
生
が
不
利
に
な
る

状
況
は
、
理
不
尽
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
日
本
の
大
学
全

体
で
、
こ
の
理
不
尽
さ
に
苦
言
を
呈
す
べ
き
と
考
え
る
。

５　
今
後
の
課
題

　

日
本
の
高
校
生
、
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に
、
日
本
の
大

学
生
の
意
識
の
遅
れ
を
一
日
で
も
早
く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。
日
本
の
若
者
が
将
来
一
緒
に
、
あ

る
い
は
競
争
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
中

国
、
イ
ン
ド
の
大
学
生
は
必
死
に
勉
強
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
４
年
生
で
現
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
留
学
し
て
い
る

学
生
が
私
に
言
っ
た
、
次
の
一
言
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
日
本
の
大

学
生
は
大
丈
夫
で
す
か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
生
は
私
よ
り
優
秀

な
の
に
、
私
よ
り
も
勉
強
し
て
い
ま
す
」。�
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